
いばらき県議会だより No.1652008年（平成20年）10月19日（日曜日） ❻

文教治安委員会 土木委員会

保健福祉委員会農林水産委員会

環境商工委員会 総務企画委員会

自衛消防隊の訓練の様子
茨城空港利用意向結果マップ

（空港対策課ホームページに掲載）

阿見東部工業団地米の収穫風景

県内の治安確保のために
警察官の増員を 新大利根橋有料道路

問　

県
民
の
安
心
の
た
め
に
も
、

県
内
の
原
子
力
事
業
所
に
お
け
る

防
災
へ
の
継
続
し
た
取
り
組
み
が

重
要
で
あ
る
。
事
業
所
の
防
災
体

制
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

県
内
全
て
の
事
業
所
に
自
衛

消
防
隊
が
組
織
さ
れ
、
定
期
的
に

訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
災
害
時
に

お
け
る
消
防
、
警
察
、
県
、
市
町

村
へ
の
確
実
な
連
絡
体
制
に
も
努

め
て
い
る
。

問　

本
県
の
宿
泊
客
の
増
加
を
図

る
た
め
、
産
業
観
光
や
森
林
セ
ラ

ピ
ー
の
よ
う
な
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
観
光
コ
ー

ス
の
設
定
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　

秋
の
日
帰
り
周
遊
プ
ラ
ン
に

日
立
の
産
業
観
光
を
取
り
入
れ
て

い
る
。
ま
た
、
行
方
市
で
は
霞
ヶ

浦
周
辺
の
森
と
湖
を
活
用
し
た
サ

イ
ク
リ
ン
グ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
注
視
し
必
要
に

応
じ
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
森
林
湖
沼
環
境
税
の

導
入
効
果
、
新
規
立
地
企
業
の
地

元
雇
用
促
進
、
厳
し
い
経
済
下
で

の
中
小
企
業
支
援
な
ど
も
質
問
） 

問　

茨
城
、
栃
木
、
群
馬
県
な
ど

の
企
業
や
個
人
に
行
っ
た
茨
城
空

港
利
用
意
向
調
査
で
利
用
が
高
い

業
種
は
。
結
果
の
活
用
方
法
は
。

答　

利
用
意
向
が
高
い
の
は
、
製

造
業
や
国
の
研
究
機
関
。
調
査
結

果
は
一
般
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、

航
空
会
社
と
の
交
渉
や
利
用
促
進

の
働
き
か
け
に
活
用
す
る
。

問　

財
務
諸
表
作
成
に
①
総
務
省

方
式
改
訂
モ
デ
ル
で
は
な
く
②
基

準
モ
デ
ル
を
採
用
し
公
会
計
改
革

を
急
ぐ
べ
き
。
ま
た
、
財
政
課
の

査
定
を
せ
ず
部
局
に
予
算
編
成
権

を
与
え
て
総
意
工
夫
や
職
員
の
士

気
高
揚
を
促
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

シ
ス
テ
ム
変
更
が
不
要
で
採

用
団
体
が
多
い
①
を
採
用
予
定
。

平
成
十
六
年
度
か
ら
枠
配
分
予
算

を
一
部
導
入
、
経
費
節
約
奨
励
の

仕
組
み
も
あ
る
。
今
後
と
も
様
々

な
手
法
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的

な
配
分
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
開
発
公
社
の
新
規

開
発
用
地
取
得
の
是
非
、
過
疎
対

策
継
続
の
必
要
性
な
ど
も
質
問
）

問　

阿
見
東
部
工
業
団
地
で
の
企

業
誘
致
の
取
り
組
み
は
。

答　

他
地
域
と
は
価
格
で
の
競
争

に
な
る
が
、
圏
央
道
が
江
戸
崎
Ｉ

Ｃ
ま
で
開
通
す
る
の
を
契
機
に
早

期
分
譲
に
努
め
る
。

問　

友
部
病
院
の
改
築
計
画
と
改

築
後
に
現
在
の
建
物
を
ど
う
す
る

か
伺
う
。

答　

平
成
二
十
三
年
四
月
の
竣
工

に
向
け
、計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。

現
在
の
建
物
は
、
改
築
後
、
使
え

る
も
の
は
改
装
し
、
そ
れ
以
外
は

順
次
解
体
し
て
い
く
。

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
な

か
に
は
、
県
内
の
入
所
者
が
少
な

い
施
設
も
あ
る
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答　

県
で
は
入
所
の
判
定
基
準
に

県
内
者
を
優
先
す
る
要
素
を
加
え

て
い
る
。
県
の
補
助
金
が
入
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
他
県
の
入

所
者
が
多
い
の
は
、
問
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
県
内
の
方
を

優
先
さ
せ
る
よ
う
事
業
者
や
市
町

村
を
指
導
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
高
度
浄
水
処
理
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
も
質
問
）

問　

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
に

つ
い
て
、
本
県
の
二
十
年
度
産
加

入
件
数
が
千
八
百
三
十
九
経
営
体

と
前
年
比
で
26
％
増
加
し
た
が
、

さ
ら
な
る
加
入
促
進
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　

昨
年
米
価
が
大
き
く
下
落
し

た
こ
と
か
ら
、
水
田
経
営
所
得
安

定
対
策
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
が
広
く

認
識
さ
れ
た
。
今
後
と
も
対
策
の

メ
リ
ッ
ト
を
広
く
啓
発
し
、
加
入

要
件
で
あ
る
生
産
調
整
を
着
実
に

実
施
し
て
対
策
加
入
者
を
増
や
し
、

農
家
の
経
営
安
定
を
図
っ
て
い
く
。

問　

原
油
高
騰
対
策
と
し
て
農
林

漁
業
者
に
対
す
る
貸
付
資
金
を
有

効
に
活
用
す
る
に
は
、
借
り
る
側

が
借
り
や
す
く
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

答　

資
金
の
中
に
は
担
保
確
保
な

ど
で
時
間
が
か
か
る
も
の
も
あ
る
。

利
用
者
が
借
り
や
す
い
対
応
は
必

要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
も
協
議

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

方
策
、
森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用

し
た
間
伐
等
事
業
な
ど
も
質
問
）

問　

県
道
路
公
社
が
管
理
す
る
新

大
利
根
橋
有
料
道
路
は
、
収
益
が

上
が
っ
て
い
る
優
良
な
路
線
で
あ
る
。

平
成
二
十
一
年
中
に
は
、
償
還
必

要
額
を
満
た
す
と
思
わ
れ
る
が
、

償
還
が
終
わ
れ
ば
直
ち
に
無
料
化

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

公
社
管
理
の
七
路
線
に
は
順

調
で
な
い
路
線
も
あ
り
、
公
社
全

体
の
経
営
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
後
、
無
料
化
の
前
倒
し

の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

偕
楽
園
は
、
雑
木
が
大
木
化

す
る
な
ど
、
昔
の
姿
か
ら
大
き
く

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
後
、
偕

楽
園
を
ど
う
管
理
し
て
い
く
の
か
。

答　

昨
年
度
、
文
化
遺
産
に
造
詣

の
深
い
学
識
経
験
者
な
ど
の
協
力

を
得
て
、「
偕
楽
園
保
存
活
用
計
画
」

を
策
定
し
た
。
今
後
は
、
地
元
の

専
門
家
や
観
光
関
係
者
か
ら
の
意

見
を
聴
き
な
が
ら
、
計
画
の
具
体

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
総
合
評
価
方
式
に
よ

る
入
札
の
実
施
状
況
、
道
路
の
課

題
現
況
調
査
な
ど
も
質
問
）

問　

県
内
の
治
安
確

保
の
た
め
警
察
官
を

増
員
し
て
ほ
し
い
。

一
般
行
政
職
と
警
察

官
の
比
率
の
全
国
的

な
傾
向
は
。

答　

本
県
の
警
察
官

は
、
最
近
十
二
年
間

で
計
八
百
八
十
名
増

え
て
い
る
。総
務
省
資
料
に
よ
る
と
、

本
県
よ
り
警
察
官
の
多
い
十
一
都

府
県
で
は
い
ず
れ
も
警
察
部
門
が

一
般
部
門
を
上
回
る
傾
向
に
あ
る
。

問　

教
員
が
子
ど
も
た
ち
と
向
き

合
う
時
間
を
も
っ
と
作
る
べ
き
で

あ
る
。
教
員
の
過
度
な
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
県
と
し
て
業
務
の

見
直
し
を
精
力
的
に
行
う
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　

事
務
報
告
書
作
成
な
ど
様
々

な
業
務
の
軽
減
を
は
じ
め
、
学
校

現
場
の
生
の
声
を
活
か
し
つ
つ
県

が
率
先
し
て
事
業
を
見
直
す
こ
と

で
教
員
が
生
徒
と
向
き
合
う
時
間

を
確
保
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
空
港
内
の
警
察

拠
点
整
備
、
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
の
本
県
開
催
な
ど
も
質
問
）

常任委員会の審議から
全
所
に
自
衛
消
防
隊
を
組
織

原
子
力
事
業
所
の
防
災
体
制
は

航
空
会
社
と
の
交
渉
や
利
用
促
進
の
働
き
か
け
に
活
用

茨
城
空
港
利
用
意
向
調
査
結
果
の
活
用
方
法
は

早
期
分
譲
に
努
め
る

今
後
の
阿
見
東
部
工
業
団
地
で
の
取
り
組
み
は

メ
リ
ッ
ト
を
広
く
啓
発

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
の
加
入
促
進
は

こ
こ
十
二
年
間
で
八
百
八
十
人
増

警
察
官
の
増
員
は

前
倒
し
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

新
大
利
根
橋
有
料
道
路
の
無
料
化
は


